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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

（１）新規抑制剤(ブルーリボン、イエローリボン)は２剤とも旧抑制剤(エキガゾール、コンタクト)  とほぼ
同等のわき芽抑制効果がある。 
（２）新規抑制剤は、空胴病菌の侵入要因となる薬害が生じにくい。 
（３）無処理では、中葉位から上葉位、下葉位にかけて緩やかに褪色するが、抑制剤では無処理 の褪
色傾向とは異なり、褪色は緩慢で葉位における一定の規則性はみられない。 
（４）新規抑制剤は旧抑制剤よりやや品質が低下するが、収穫が早いほど熟度、色沢、組織、葉肉 とも
良好でる。 
(５)ブルーリボン、イエローリボンの散布は、１．４倍希釈、１回散布、株当たり１５ｍｌ散布体系で 旧抑制
剤と同等に抑制できる(タバコの生育を斉一に栽培管理し、適期に散布することが前提)。 
 

２ 期待される効果

 空胴病の感染が低減されることから、生産性が安定する。 

３ 適用範囲

 県内葉たばこ栽培地域

４ 普及上の留意点

薬剤効果を高めるには、タバコの生育を斉一に栽培管理し、適期に散布することが必要である。

Ⅱ 具体的データ等
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